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The Canterbury Tales????
―yelow? gold?????―
????
????
中世ヨーロッパにおいて、黄色 1 はどのような意味を持つ色であったのだ
ろうか。中世ヨーロッパの色に関しては服飾や装飾、紋章、象徴学等の様々
な観点から研究がなされている。
徳井淑子（2007）は、『色で読む中世ヨーロッパ』の中で、黄色は忌まわ
しい負のイメージを強調した色であるとしている。中世において、なぜ黄色
が忌み嫌われたのかはっきりとした理由は明らかにされていないが、ヨー
ロッパの長い歴史の中で黄色に対する負のイメージが重なり、中世において
そのイメージが顕著になったと述べている。そのため、中世ヨーロッパでは
黄色が衣服の色として使用されることは限られており、道化師、芸人、売春
婦等の社会から疎外されていた人々や、理性を欠いた人間と考えられていた
子供にのみ着用されていた、としている。また黄色は、中世の厳しい反ユダ
ヤ政策の中でユダヤ人のしるしとしても使われた。このように疎外された人々
のしるしとして使われたことで黄色に対する負のイメージが定着し、キリス
ト教や文学作品の中で裏切り者を表す色として使用されたとしている。
アラゴン王アルフォンソ五世の紋章官であったシシル（Sicille）は、『色
彩の紋章』（Le Blason des Couleurs. 1528；邦訳 2009）の中で、紋章の色につ
いて述べている。その中で黄色は、金色とほぼ同一のものとして言及されて
いる。黄色は兵士や小姓、従僕、その他戦争や宮廷に随行する人々に好んで
使われ、王族や騎士の武具や兜に使われる黄金は黄色であるとしている。ま
た黄色は喜びにあふれた人にふさわしい色であると説明されている。一方、
黄色とは別に、シシルは裏切り、欺瞞、恐怖を示す色として黄褐色、薄黄色
を挙げている。これらの色は人を落胆させ、憂鬱にさせる色であり、いかな
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る美徳も価値も持たないとしている。
徳井の忌み嫌われた黄色に対して、シシルは喜びの色として黄色を取り上
げているが、この正反対の見解についてはミッシェル・パストゥロー（Michel 
Pastoureau）とドミニク・シモネ（Dominique Simonnet）がより明確に説明
している。共著『色をめぐる対話』（Le petit livre des couleurs. 2005；邦訳
2007）では、中世に限らず古代から現代までの色の歴史をたどりながら、社会、
経済、宗教、自然、絵画など、様々な面で用いられる色の多様な意味につい
て語られている。それによると、黄色は最も嫌われている色であるが、常に
悪い意味を持っていたわけではなく、古代では肯定的に見られていたと言う。
しかし中世になると、太陽や光、喜び、力等の黄色が持っていた肯定的な象
徴を金色が象徴するようになり、黄色は悲しみ、衰退、嘘、裏切りなどの否
定的な象徴のみを表わすようになった。そのため、他の色が肯定的な意味と
否定的な意味の両方を持っているのに対し、黄色は否定的な意味のみを示す
ようになったとしている。
黄色と金色に関しては、言語的な研究もなされている。須賀川誠三（2001）
は、『英語色彩語の意味と比喩』の中で通時的な観点から英語色彩語の起源
と変移、意味範囲の分化などについて述べている。須賀川によると、yellow
は本来語の語彙であり、印欧語由来のものである。yellow は gold と同一の
語根を持つことから互いに近い意味範囲を持つ語であり、色彩語の意味分化
が未発達であった古英語では、yellow は gold を表すこともあった。中英語
末期には借入語の影響もあり、色彩語が増えたことなどから yellow と gold
の意味範囲も分化することになるが、それまでは yellow の中に gold の意味
が含まれていたとしている。
これら従来の研究から、ヨーロッパにおける黄色は、特に近代以降、負の
イメージが定着した最も嫌われている色であり、そして中世においてもその
傾向が一部見られる。しかしながら、中世の黄色には肯定的な意味も残って
おり、その意味が言語上、似た語彙であった金色に移行する途中であるため、
全体として否定的な意味と肯定的な意味を持ち合わせていたと考えられる。
では、中世ヨーロッパを生きた作家は作品の中でどのように yellow2 を使
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用しているのだろうか。本論文では、ジェフリー・チョーサー（Geoffrey 
Chaucer）の『カンタベリー物語』（The Canterbury Tales）を取り上げ、作品
中で場面、人物描写、比喩表現に見られる yelow について考察する。また
yelow と近い意味を持つとされる gold についても取り上げる。チョーサーが
yelow と gold をどのように捉え、作品中で使用しているのかを明らかにする。
1??????????????? yelow? gold?????
『カンタベリー物語』の中で yelow と gold はどのくらい使われているの
であろうか。それを調査するために、『カンタベリー物語』全 25 話（『序の
詞』を含む）3 の原文を読み、文脈や意味を考えながら yelow 及び gold に
関連する語を収集した。テキストは Chaucer, Geoffrey. The Riverside Chaucer. 
Ed. Benson, Larry D. 3rd ed. を使用した。また収集した用例数に関しては、A 
KWIC Concordance to The Canterbury Tales Volume Ⅰ, Ⅱ, Ⅲを用いて再度確
認をした。その結果、作品の中で yelow は類義語・派生語を含めて 11 例、
gold は複合語・派生語を含め 92 例使用されていた。各物語における使用頻
度は以下の通りである（表 1、表 2 参照）。
『カンタベリー物語』では、黄色に属する色彩語として yelow （yelewe）、
falow ‘sickly yellow’4、citrin ‘lemon-yellow’5、citrinacioun ‘turning yellow’ が使
用されており、yelow が 8 例、falow、citrin、citrinacioun がそれぞれ 1 例ず
つの合計 11 例である。これらの語は、『カンタベリー物語』全 25 話中、『序
の詞』、『騎士の話』、『女子修道院付き司祭の話』、『聖堂参事会員の助手の
話』のわずか 4 話でしか用いられておらず、さらに 11 例中 8 例が『騎士の話』
での使用であり、特定の話に偏って使用されている。
一方、gold は、派生語・複合語を含めて 92 例使用されている。yelow の用
例数と比較するとおよそ 8 倍の数である。また gold は、それぞれの話でばら
つきはあるものの、『カンタベリー物語』全 25 話のうち『荘園管理人の話』、『料
理人の話』、『医者の話』、『女子修道院長の話』を除く 21 話で使用されており、
yelow のように特定の話に集中してではなく、作品全体に渡って用いられている。
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yelow (yelewe) falow citryn citrinacioun 合計
『序の詞』 1 0 0 0 1
『騎士の話』 6 1 1 0 8
『粉ひき屋の話』 0 0 0 0 0
『荘園管理人の話』 0 0 0 0 0
『料理人の話』 0 0 0 0 0
『弁護士の話』 0 0 0 0 0
『バースの女房の話』 0 0 0 0 0
『托鉢修道士の話』 0 0 0 0 0
『教会裁判所召喚吏の話』 0 0 0 0 0
『神学生の話』 0 0 0 0 0
『豪商の話』 0 0 0 0 0
『近習の話』 0 0 0 0 0
『大地主の話』 0 0 0 0 0
『医者の話』 0 0 0 0 0
『免償説教家の話』 0 0 0 0 0
『船長の話』 0 0 0 0 0
『女子修道院長の話』 0 0 0 0 0
『サー・トーパス (チョーサーの話)』 0 0 0 0 0
『メリベウスの物語 (チョーサーの話)』 0 0 0 0 0
『修道士の話』 0 0 0 0 0
『女子修道院付き司祭の話』 1 0 0 0 1
『第二の修道女の話』 0 0 0 0 0
『聖堂参事会員の助手の話』 0 0 0 1 1
『食料仕入れ係の話』 0 0 0 0 0
『教区主任司祭の話』 0 0 0 0 0
合計 8 1 1 1 11
gold golden goldfynch gold-hewen goldlees 合計
『序の詞』 7 0 0 0 0 7
『騎士の話』 16 1 0 1 0 18
『粉ひき屋の話』 3 0 0 0 0 3
『荘園管理人の話』 0 0 0 0 0 0
『料理人の話』 0 0 1 0 0 1
『弁護士の話』 3 0 0 0 0 3
『バースの女房の話』 6 0 0 0 0 6
『托鉢修道士の話』 1 0 0 0 0 1
『教会裁判所召喚人の話』 2 0 0 0 0 2
『神学生の話』 3 0 0 0 0 3
『豪商の話』 1 0 0 0 0 1
『近習の話』 1 0 0 0 0 1
『大地主の話』 3 0 0 0 0 3
『医者の話』 0 0 0 0 0 0
『免償説教家の話』 9 0 0 0 0 9
『船長の話』 7 0 0 0 1 8
『女子修道院長の話』 0 0 0 0 0 0
『サー・トーパス (チョーサーの話)』 1 0 0 0 0 1
『メリベウスの物語 (チョーサーの話)』 2 0 0 0 0 2
『修道士の話』 4 1 0 0 0 5
『女子修道院付き司祭の話』 2 0 0 0 0 2
『第二の修道女の話』 3 0 0 0 0 3
『聖堂参事会員の助手の話』 10 0 0 0 0 10
『食料仕入れ係の話』 1 0 0 0 0 1
『教区主任司祭の話』 2 0 0 0 0 2
合計 87 2 1 1 1 92
表 1：yelow の使用頻度
表 2：gold の使用頻度
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この使用頻度の違いの理由として、yelow と比べて gold の方がより幅広い意
味を持ち、様々な場面で使用することが可能であったと考えられる。では、
実際に『カンタベリー物語』の中で yelow と gold がどのような意味で使用さ
れているのだろうか。次章では本章で明らかにした使用例をもとにそれぞれ
の語がどのように使用されているのかを明らかにしていく。
2?gold
作品中で gold はどのような意味で使用されているのだろうか。The Middle 
English Dictionary（以下 MED）によると、gold には ‘the metal gold’ （s.v.1（a））、
‘gold as used in money’ （s.v.2（a））、‘gold thread, thread or fine wire of gold’ （s.v.3
（a））、‘the color of gold’ （s.v.5（a））など 8 つの意味、用法がある。これを参
考に gold の 92 例を分類すると、大きく 3 つに分けられる。
2.1?the metal gold
まず、金属としての gold、すなわち金・黄金の意味で使用された例から
見ていく。ここでは黄金そのものだけでなく、衣服や装飾品の材料として
使われた例も含む。これらは、MED において ‘the metal gold’（s.v.1（a））と
‘ornamented with gold’ （s.v.3（e））とに分類されているが、意味的に重なる部
分が多いため、ここでは一緒に分類していく。『カンタベリー物語』の gold は、
これらの意味が最も多く、92 例中 52 例で使用されている。
For gold in phisik is a cordial,
Therefore he lovede gold in scecial.
というのも金は医術において強心剤であり、
それゆえに彼は特に金を愛していた。
（『序の詞』、ll.443-444） 6
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“....He koude al clene turnen up-so-doun,
And pave it al of silver and of gold.”
「... 彼はすべて完全にひっくり返して、
銀と金ですべて敷き詰めることができるのです。」
（『聖堂参事会員の助手の話』、ll.625-626）
His nayles whitter than the lylye flour,
And lyk the burned gold was his colour.
彼の爪は百合の花より白く、
そして彼の体の色は磨いた金の様であった。
（『女子修道院付き司祭の話』、ll.2863-2864）
上記の例は金属の gold としての例である。3 つ目の例は、『女子修道院付
き司祭の話』の主人公である鶏のチャンテクレール（Chauntecleer）につい
ての描写である。この例で gold は体の色を表現しているが、gold 自体は色
彩語としてではなく比喩として使用されており、gold はあくまで金属の意
味である。同様に gold は、髪の描写で as any gold （『粉ひき屋の話』l.3314）、
as gold （『バースの女房の話』、l.304）の形で比喩として用いられている。そ
の場合、shoon ‘shone’ や shyninge ‘shining’ とともに使用され、髪の色ではな
く輝きを表現している。なお、髪の描写に使われた例に関しては yelow の章
で詳しく述べる。
これらの例に加えて、gold は衣服や装飾品などの材料として使用されるこ
とがある。
Of smal coral aboute hire arm she bar
A peire of bedes, gauded al with grene,
And theron heng a brooch of gold ful sheene, ....
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彼女は腕に緑色の大きなビーズの入った、
小さな珊瑚のロザリオを付けていて、
そしてそこにはとても輝く金のブローチが付いていて ...
　（『序の詞』、ll.158-160）
The sheeldes brighte, testeres, and trappures,
Gold-hewen helmes, hauberkes, fote-armures;
輝く盾、馬用の兜と鎧、金の兜、鎖帷子、紋章（があった）。
（『騎士の話』ll.2499-2500）
　Thise ladyes, whan that they hir tyme say,
Han taken hire and into chambre gon,
And strepen hire out of hire rude array,
And in a clooth of gold that brighte shoon, ....
これらの侍女たちは、時を見て彼女（グリゼルダ）を
連れて私室へ行き、粗末な服を脱がせて輝く金の服を
着させ ...
  （『神学生の話』、ll.1114-1117）
She was al clad in perree and in gold, ....
彼女は全身に宝石と金を身につけ ...
 （『修道士の話』、l.2305）
And with that word anon ther gan appeere
An oold man, clad in white clothes cleere,
That hadde a book with lettre of gold in honde,
And gan bifore Valerian to stonde.
するとその言葉とともに、汚れのない白い服を着て
手には金文字で書かれた本を持った老人がすぐに現れ、
−50−
ウァレリアンの前に立った。
（『第二の修道女の話』、ll.200-203）
上記は全て衣服や装飾品などの材料として使用された gold の例である。
この場合は ‘of/in gold’ の形で用いられ、「金製の、金で飾った」の意味を表
している。
2.2?gold as used in money
　
金属や装飾品の材料としての gold に次いで多く使用されているのが、金、
すなわちお金を表わす gold である。この意味の gold は 92 例中 37 例で見
られる。『カンタベリー物語』では、金を表わす語として moneye ‘money’、
peny ‘penny’、pound ‘pound’、floryn ‘florin’、noble ‘noble’、sheeld ‘a French 
coin’ などが使用されているが、どの語も作品全体を通して 10 例前後であり、
gold と比べるとその使用頻度は少ない 7。以下は金を示す gold の例である。
But myghte this gold be caried fro this place
Hoom to myn hous, or elles unto youres―
この場所からこの金を俺の家か、お前のうちに
運ぶことができたら―
（『免償説教家の話』、ll.784-785）
これは、主人公である 3 人の悪党が金の山を持ち帰ろうと相談している場
面である。その直前でフロリン金貨（floryns）という語が使われているため、
ここでの gold は金貨の意味である。次の例も金を示している。
　With herte soor he gooth unto his cofre,
And broghte gold unto this philosophre,
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The value of fyve hundred pound, I gesse, ....
辛い心で彼は金箱へと行き、そして錬金術師の
ところへ金を持って行った。それは、私が思うに、
500 ポンドの価値の金であった。
（『郷士の話』、ll.1571-1573）
この例での gold は、単に金塊ととることもできる。しかし騎士の妻であ
るドリゲン（Dorigen）を手に入れたいというアウレリウス（Aurelius）の願
いを叶えるために働いた錬金術師への対価であることを考えると、金と同等
の意味で使用されていると考えられる。
But al be that he was a philosophre,
Yet hadde he but litel gold in cofre;
彼は哲学者であったが、
金箱にわずかな金しか持っていなかった。
（『序の詞』、ll.297-298）
 
We may creaunce whil we have a name,
But goldlees for to be, it is no game.
私たちは評判の良いうちは信用貸しで借りることが
できるが、金がなくなれば笑いごとではない。
（『船長の話』、ll.289-290）
The Oxford English Dictionary （以下 OED）では、金に関する gold の意味と
して ‘gold coin’ の他に ‘money in large sums、wealth’ （s.v.2）、を挙げているが、
『カンタベリー物語』では必ずしも金額の大きい金に使用されているわけで
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はない。上に挙げた 2つの例では、goldは litelや -leesという語や接尾辞を伴っ
て少額の金を示している。gold は金額に関わらず、金を表す語として使用さ
れているのである。
2.3?the color of gold
金属やお金としての gold と比べると用例数は少ないが、光や色を表わす
例も存在する。
Phebus hath of gold his stremes doun ysent
To gladen every flour with his warmnesse.
フォイボスは彼の暖かさで全ての花々を喜ばせる
ために金色の光線を降り注いだ。
（『豪商の話』、ll.2220-2221）
この例は太陽神フォイボスの光の描写である。ここで gold は stremes ‘beam 
of light’ とともに使われ、フォイボス（太陽）の放つ光の輝きや色を表わし
ている 8。
さらに、次の例において gold は色彩をより明確に表現している。
Gaillard he was as goldfynch in the shawe,  ....
彼は茂みにいるオウゴンヒワのように陽気で、...
（『料理人の話』、l.4367）
この例では goldfynch ‘goldfinch’ という語の一部として使用されている。
fynch ‘finch’ とは鶸（スズメ目アトリ科の鳥）のことであり、OED によると
goldfynch は、‘A well-known bright-coloured singing-bird （Carduelis eleans） of 
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the family Fringillideæ, with a patch of yellow on its wings’ と説明されている 9。 
この語は鳥の名前であるが、この語に含まれる gold は鶸の持つ鮮やかな
yellow の羽色を示している。『カンタベリー物語』において、gold は主に金属、
装飾品や衣服の材料、お金などを示しており、色彩語としてはほとんど使用
されていない。しかし、この例は gold と yellow が似通った色として使用さ
れていたことを示唆している。この点は yelow の例においてより明確に示さ
れている。次の章では yelow について見ていく。
3?yelow
先にも述べたように、yelow は類義語を含めて 11 例で使用されており、髪、
目、顔（顔色）・体、装飾品・金属の描写に見られる。これらの例は、yelow
が単独で使用されている場合、他の色彩語と組み合わされている場合、他の
形容詞や比喩表現とともに使用されている場合に分けられる。
3.1?yelow?????????????
　
下記の 2 例は yelow が単独で使用された例である。1 つ目は『騎士の話』
に見られる、擬人化された「嫉妬（Jalousye）」の描写である。
Despense, Bisynesse, and Jalousye,
That wered of yelewe gooldes a garland,
And a cokkow sittynge on hir hand;
「浪費」、「献身」そして「嫉妬」、
「嫉妬」は黄色の金盞花の花冠を着け、
そして手には郭公を乗せていた。
                                     （『騎士の話』ll.1928-1930）
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ここでは「嫉妬」の身に着けている金盞花 gooldes とともに yelow が用い
られ、花の色の意味で使用されている。『騎士の話』は、ジョバンニ・ボッ
カチオ（Giovanni Boccaccio）の『テセウス』（Teseida delle Nozze d’Emilia；
英訳題 The Book of Theseus）を原典としており、「嫉妬」についての記述は
原典にも見られる 10。しかし、原典では「嫉妬」についての詳しい描写はな
されておらず、色彩語も使われていない。チョーサーは、擬人化した「嫉妬」
をより印象的かつ象徴的に表現する為に、愛における絶望や悲しみ、悲惨を
示す金盞花 11 や、姦通や嫉妬を示す郭公 12 などの原典にはない描写を付け
加えたと考えられる。
And eek of oure materes encorporyng,
And of oure silver citrinacioun, ....
そして金属の合成や銀の黄色への変色もあり、...
（『聖堂参事会員の助手の話』ll.815-816）
　
これは、『聖堂参事会員の助手の話』の例である。ここでは citrinacioun ‘turning 
yellow’ が使用されており、銀を黄色に変化させる、つまり金にすることを示
している 13。これは黄色を金の色と捉えていることが分かる例である。
3.2??????????????????
　
次の例は、他の色彩語や類義語とともに使用されている例である。yelow
の場合、他の色彩語と組み合わせて使用した例は 4 例あるが、そのうちの 3
例が bitwixe（n） A and B の形で使用されている。
His eyen holwe and grisly to biholde,
His hewe falow and pale as asshen colde, ....
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彼の両目は落ちくぼみ、そして見るもひどく、
彼の顔色は冷たい灰のように黄色く青ざめていた。
                                   （『騎士の話』ll.1363-1364） 
これはアテネを追放されたアルシーテ（Arcite）が、愛するエメリー
（Emelye）に会えないことを嘆き悲しんでいる場面である。ここでは顔色の
悪さを表わす falow ‘sickly yellow’ と pale を重ねて用いており、嘆き悲しむ
アルシーテの表情を描いている。原典『テセウス』では pale と black を用い
ている 14。
A fewe frakenes in his face yspreynd,
Bitwixen yelow and somdel blak ymeynd;
彼の顔には少しのそばかすが散らばり、それは
黄色と少しの黒色を帯びた色をしていた。
                                   （『騎士の話』ll.2169-2171）
His colour was bitwixe yelow and reed,  ....
彼（狐）の色は黄色と赤の間の色であり、...
 （『女子修道院付き司祭の話』l.2902）
They gloweden bitwixen yelow and reed,
And lik a grifphon looked he aboute,  ....
それは（両目）は黄色と赤の間の色で、
そして彼はグリフォンのように辺りを見ていて、...
                                   （『騎士の話』ll.2132-2133）
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上記 3 例は、インド王エメトレウス（Emetreus）のそばかす、狐の体、そ
してトラキア王リュクルゴス（Lygurge）の目をそれぞれ描写したものである。
これらは yelow と他の色彩語（blak ‘black’、reed ‘red’）を組み合わせている例で、
bitwixe（n） A and Bの形を用いて描写する対象の曖昧な色合いを表現している。
3.3　???????????????????????
これまで yelow 単独で使用されている場合、他の色彩語と組み合わせて使
用されている場合を見てきたが、ここでは yelow が形容詞や比喩表現ととも
に使用された例を見ていく。
His nose was heigh, his eyen bright citryn,
His lippes rounde, his colour was sangwyn;
彼の鼻は高く、両目は輝くレモン色、
唇はふっくらとしていて、血色の良い顔色をしていた。
                                   （『騎士の話』ll.2167-2168）
これはインド王エメトレウスの目の色を表わしたものである。ここでは
yelow の類義語である citrin ‘lemon-yellow’ が bright ‘bright, shining’ とともに
使用され、光り輝く明るい目の色を表現している。また、bright と yelow の
組み合わせはエメリーの髪の描写でも見られる。
Hir yelow heer was broyded in a tresse
Bihynde hir bak, a yerde long, I gesse. 
彼女の金髪は背中で一つに編まれており、
私が思うに、1 ヤードの長さがあった。
                                   （『騎士の話』ll.1049-1050）
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Hir brighte heer was kembd, untressed al;
彼女の輝く髪は梳かれて、すべて解けていた。
（『騎士の話』l.2289）
エメリーの髪については、エメトレウスの目のように yelow と bright を同
時に使用しているわけではなく、yelow が bright に言い換えられている。上
記がその例である。1 つ目の例では yelow heer と表現しているのに対し、2
つ目の例では brighte heer としている。原典『テセウス』では、エメリーの
髪の毛を blond と表現しているが、『騎士の話』では blond ではなく、yelow
と brighte を用いてエメリーの輝く金髪を表現している 15。
同様にエメトレウス王と免償説教家（Pardoner）の髪も yelow で表現され
ている。さらにこの 2 人の髪には、それぞれの人物描写に合わせた比喩表現
が加えられている。
　　　　　　　　　　　　　
His crispe heer lyk rynges was yronne,
And that was yelow, and glytered as the sonne.
彼の巻き毛は指輪のように整えられ、
それは黄色で、太陽のように輝いていた。
                                   （『騎士の話』ll.2165-2166）
この例はエメトレウスの金髪についてのものである。ここでは yelow とと
もに glytered as the sonne という表現で、エメトレウスの金髪を表わしている。
太陽を比喩に用いることで、金髪の輝きや色合いをより具体的、印象的に表
現すると共に、エメトレウスの持つ王としての権威や威厳を暗に示している
と考えられる。
では免償説教家の例はどうか。
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This Pardoner hadde heer as yelow as wex, ....
             
免償説教家は、蜜蝋のように黄色い髪をしていて、...
（『総序』ll.675）
免償説教家の髪は、as yelow as wex と表現されており wex ‘wax’ が比喩と
して使用されている。エメトレウスと同様、ここでの yelow も金髪を示して
いる。しかし、yelow の比喩として日常生活に関わりのある蜜蝋を使用する
ことで、エメトレウスの金髪とは違う印象を yelow に持たせ、免償説教家の
庶民的な人柄を表現していると考えられる。
また、髪だけでなく装飾品についても比喩表現を伴って yelow が使用され
ている。次の例は、トラキア王リュクルゴスの毛皮に付いている修飾品の描
写である。ここでは yelow と brighte の比喩として gold を用い、熊の黒い毛
皮についた爪の色と輝きを表わしている。
In stede of cote-armure over his harnays,
With nayles yelewe and brighte as any gold,
He hadde a beres skyn, col-blak for old.
陣羽織の代わりに、彼は鎧の上に金のように黄色く
輝く爪のついた、古くて真っ黒な熊の毛皮を着けていた。
                                   （『騎士の話』ll.2140-2142） 
yelow は、『カンタベリー物語』全体でわずか 11 例と使用頻度は少ない。
しかしながら、他の色彩語と組み合わせたり、形容詞や比喩表現を使用した
りと場面や登場人物に合わせた表現がなされており、同じ yelow であっても
読者の受ける印象は様々である。特に、チョーサーは『騎士の話』において、
原典にはない yelow を用いた表現を付け加え、より具体的で印象的な人物を
描き出している。また yelow とともに bright（e）、glytered、gloweden など明
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るさや輝きを示す語や gold や the sonne ‘the sun’ を使った比喩を使用してい
ることから、チョーサーは明るさや輝きに結びつく色として yelow を捉えて
いたと考えられる。
????
本論文では『カンタベリー物語』における gold と yelow について考察を
した。gold は作品全体に渡って使用されているが、主に金属、衣服及び装飾
品の材料、お金の意味で用いられており、色彩語としての使用はほとんど見
られない。色に伴う表現として使用される場合もあるが、gold そのもので色
を表わすことはほとんどない。as や lyke ‘like’ を伴い、gold を比喩的に使用
することで gold が持つ輝きや色を示している。一方、yelow は gold に比べ
て使用頻度が少なく、話によって頻度に偏りがある。しかしながら、yelow
は、他の色彩語や bright（e）、glytered、gloweden など明るさや輝きを示す語、
gold や the sonne を用いた比喩表現などとともに用いられ、場面や登場人物
に合わせて様々な表現がなされている。また、金髪や金属・装飾品の描写
における色彩語は、gold ではなく yelow が使用されており、yelow を用いて
gold の色を表現している。中世は、黄色の肯定的な意味が金色へと移行する
途中であり、意味の領域においても黄色と金色が分化していく時期であった
とされるが、『カンタベリー物語』の yelow は gold と密接に関連し、gold の
色彩語として使用されているのである。
本論文では gold と yelow にのみ焦点を当てたが、今後は他の色彩語につ
いても話の内容や、比喩表現などの言語的な使われ方、原典との比較などの
観点から考察し、チョーサー独自の色彩表現について研究を進めていきたい。
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1. 「はじめに」において、色彩語を日本語表記している場合と英語で表記し
ている場合があるが、これはそれぞれの著者、訳者の表記方法によるも
のである。
2. これ以下では、単語として色彩語を使用する場合は英語で、意味を表わ
す場合は日本語で表記する。なおチョーサーの場合は原文に基づき中英
語の綴りで表記する。
3. 『序の詞』及び各物語の原題は以下の通りである。なお、邦題はチョーサー、
ジェフリー；笹本長敬（訳）『カンタベリー物語（全訳）』（東京：英宝社、
2002 年）によるものである。
 『序の詞』The General Prologue; 『騎士の話』The Knight’s Tale; 『粉ひき屋
の話』The Miller’s Tale; 『荘園管理人の話』The Reeve’s Tale; 『料理人の
話』The Cook’s Tale; 『弁護士の話』The Man of Law’s Tale; 『バースの女房
の話』The Wife of Bath’s Tale; 『托鉢修道士の話』The Friar’s Tale; 『教会
裁判所召喚吏の話』The Summoner’s Tale; 『神学生の話』The Clerk’s Tale; 
『豪商の話』The Merchant’s Tale; 『近習の話』The Squire’s Tale; 『大地主の
話』The Franklin’s Tale; 『医者の話』 The Physician’s Tale; 『免償説教家の
話』The Pardoner’s Tale; 『船長の話』The Shipman’s Tale; 『女子修道院長の
話』The Prioress’s Tale;『サー・トーパス（チョーサーの話）』The Tale of 
Sir Thopas; 『メリベウスの物語（チョーサーの話）』The Tale of Melibee; 『修
道士の話』The Monk’s Tale; 『女子修道院付き司祭の話』The Nun’s Priest’s 
Tale; 『第二の修道女の話』The Second Nun’s Tale; 『聖堂参事会員の助手の
話』 The Canon’s Yeoman’s Tale; 『食料仕入れ係の話』The Manciple’s Tale;『教
区主任司祭の話』The Parson’s Tale
4. Chaucer, Geoffrey. The Riverside Chaucer. Ed. Benson, Larry D. 3rd ed. Boston: 
Houghton Mifflin Company, 1987. の註による。
 なお、Davis, Norman and Gray, Douglas （eds.）、A Chaucer Glossary. 
London:Oxford University Press, 1979. では、falow（falwe）の意味として
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pale、brownish yellow を挙げており、The Knight’s Tale の 1364 行は pale の
意味で解釈している。
5. A Chaucer Glossary による。次の citrynacioun も同様である。
6. 以下全ての引用は Chaucer, Geoffrey. The Riverside Chaucer からとする。な
お引用文中の斜体及び日本語訳に関しては執筆者によるものである。
7. A KWIC Concordance to The Canterbury Tales Volume Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ （Edited by 
Akio Oizumi, New York: Hildesheim, 1991）によると、moneye 6 例、peny 6
例、pound 16 例、floryn 3 例、noble 4 例、sheeld 2 例使用されている。
8. Middle English Dictionary では、gold の 5（a）‘The color of gold; something 
that has the color and glitter of gold’の例として、この一節を取り上げている。
9. Oxford English Dictionary. 2nd ed. 1989. による。
10. The Book of Theseus, Seventh Book 59 による。
11. フリース、アト・ド；山下主一郎（訳）『イメージシンボル事典』（東京：
大修館書店、1984 年）による。marigold の 4、pp.417-418。
12. 『イメージシンボル事典』による。cuckoo の 2、pp.156-157。
13. チョーサー、ジェフリ ；ー笹本長敬（訳）『カンタベリー物語（全訳）』（東
京：英宝社、2002 年）では、この一節について「水銀と硫黄の化合物に
銀を溶かし込んで、銀を金に変わったように見せること」と説明している。
14. The Book of Theseus, Fourth Book 27による。以下は該当箇所の引用である。
     He had become so thin that every one of his bones was easily visible.... 
He was not only pale, but his skin looked almost black;
15. The Book of Theseus, Third Book 10 による。以下は『騎士の話』ll.1049-
1050 に対応する箇所の引用である。
     One fine morning, after she had arisen and had wound her blond tresses 
about her head, she descended into the garden as was her custom....
 OED によると、blond の初出は 1481 年であるため、『カンタベリー物語』
が執筆されていた頃（1387 年頃～ 1400 年）にはまだ使用されていない。
その為、チョーサーは金髪を表現する為に yelow を使用したと考えられ
る。しかしながら、本論文では、原典 Teseida delle Nozze d’Emilia の現代
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英語訳版を使用しているため、イタリア語版で現代英語の blond にあた
る単語を使用していたのか、あるいは訳者が現代英語に訳す際により簡
潔に金髪を表わすために blond という単語を使用したのかは不明である。
この点に関してはさらなる考察が必要である。
????
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